


　
昨
年
七
月
、那
覇
市
国
際
通
り
に
、若

者
に
人
気
の
マ
ン
ガ
雑
誌
、週
刊
少
年

ジ
ャ
ン
プ
の
ご
当
地
限
定
シ
ョ
ッ
プ

「
ジ
ャ
ン
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
沖
縄
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
も
と
よ
り
、伝
統

的
な
県
産
菓
子
と
も
積
極
的
な
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
で
最
も
発
行
部
数
の
多
い
と
い
わ

れ
て
い
る
漫
画『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
』

と
連
携
し
て『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

（
ワ
ン
ピ
ー
ス
）ち
ん
す
こ
う
』を
株
式

会
社
集
英
社
と
開
発
し
た
有
限
会
社
新

垣
菓
子
店
・
新
垣
淑
豊
専
務
は
、「
ち
ん

す
こ
う
は
、購
入
さ
れ
る
方
の
年
齢
層

が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。し
か
し
、今
回

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
』の
商
品
を
制

作
す
る
こ
と
に
よ
り
、若
い
方
々
に
も

商
品
も
購
入
し
て
も
ら
い
、新
た
な

フ
ァ
ン
も
増
え
て
い
ま
す
」と
コ
ン
テ
ン

　
こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
、県
で
は
、

各
種
の
コ
ン
テ
ン
ツ
振
興
の
取
り
組
み

に
対
し
、｢

沖
縄
文
化
等
コ
ン
テ
ン
ツ
産

業
創
出
支
援
事
業
」な
ど
の
事
業
に
よ

り
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、ダ
ン
ス
、ア
ニ
メ
や
雑
誌
を
制
作
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
業
者
、農
家
、ホ
テ
ル
な

ど
の
多
く
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、各

種
商
品
開
発
や
地
域
お
こ
し
を
行
う

「
観
光
農
商
工
連
携
強
化
モ
デ
ル
事
業
」

（
略
称
：
沖
縄
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。

商
品
開
発
・
地
域
お
こ
し

商
品
開
発
・
地
域
お
こ
し

商
品
開
発
・
地
域
お
こ
し

コ
ン
テ
ン
ツ
・
リ
ン
ク

コ
ン
テ
ン
ツ
・
リ
ン
ク

コ
ン
テ
ン
ツ
・
リ
ン
ク

〜
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
活
用
に
よ
る
商
品
開
発
〜

ででで

　こ
こ
し
ば
ら
く
不
況
と
い
わ
れ
て
も
、ス
ー
パ
ー
な
ど
に
は
商
品
は
溢
れ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、「
沖
縄
ブ
ー
ム
」と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、沖
縄
県
産
品
と
い
う
だ
け
で
は
売
り
に
く
く
な

り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、地
域
の
取
り
組
み
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
、商
品
が
結
び
つ
い
て
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
数
多
く
出
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
首
都
圏
の
仕
入
れ
担
当
者
か
ら
は

「
沖
縄
ブ
ー
ム
は
去
っ
た
」と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。数
年
前
ま
で
は
、

沖
縄
の
健
康
・
長
寿
の
イ
メ
ー
ジ
や
科

学
的
エ
ビ
デ
ン
ス（
証
拠
・
根
拠
）を
も

と
に
、飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
健
康

食
品
な
ど
の
販
売
は
、現
在
は
苦
戦
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
他
方
、ご
当
地
キ
ャ
ラ
と
し
て
の
特

撮
番
組「
琉
神
マ
ブ
ヤ
ー
」関
連
商
品
の

平
成
二
十
二
年
の
売
上
げ
は
数
億
円
以

上
と
な
り
、収
益
金
の
一
部
を
学
童
保

育
、環
境
団
体
、世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
チ
ュ

大
会
へ
寄
付
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、販
売
が
低
迷
し
て
い
た「
も

ず
く
」で
す
が
、「
沖
縄
版
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
肝
高
の
阿
麻
和
利
」と
連
携
し
て
商

品
開
発
さ
れ
た「
肝
高
の
も
ず
く
餃
子
」

の
売
上
げ
が
、平
成
二
十
二
年
は
約
三

千
万
円
と
な
り
、平
成
二
十
年
の
連
携

前
と
比
較
し
て
約
百
倍
に
伸
び
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に「
琉
神
マ
ブ
ヤ
ー
」や

「
肝
高
の
阿
麻
和
利
」と
い
う
よ
う
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
地
域
物
語
な
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
連
携（
リ
ン
ク
）さ
せ
て
商

品
開
発
な
ど
を
行
う
こ
と
を
コ
ン
テ
ン

ツ
・
リ
ン
ク
と
い
い
ま
す
。

ケイ

アクターズスクールの体験ミュージカル

ルリ マイ

琉神マブヤーから「世界のウチナーンチュ大会への」への協賛金贈呈

那覇市牧志のてんぶす館向かいにあるジャンプステーション沖縄

あ
ら
か
き 

よ
し
と
よ

農
産
物
直
売
所
の
よ
う
に
、コ
ン
テ
ン
ツ
を
直
接

消
費
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
る（
コ
ン
テ
ン
ツ

直
売
方
式
の
開
発
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

修
学
旅
行
生
な
ど
を
対
象
に
、観
光
農
商
工
I
T

関
係
機
関
で
モ
デ
ル
的
に
連
携
し
て
、誘
客
コ
ン

テ
ン
ツ
、関
連
品
な
ど
の
試
作
を
行
う
。　
　
　

　民
間
の
主
体
的
な
取
り
組
み
の
創
出
・
活
性
化
。

異
業
種
な
ど
の
連
携
構
築
に
よ
る
相
乗
・
波
及
効

果
の
高
い
取
り
組
み
を
推
進
。

ね

ら

い

事
業
内
容

効

　
　果 

ツ･

リ
ン
ク
に
よ
っ
て
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
同
事
業
で
は
、年
間
約
四
十
万
人
訪

れ
る
と
い
わ
れ
る
修
学
旅
行
生
を
対
象

に
、「
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」「
関
連
ア
ニ

メ
制
作
」「
関
連
商
品
開
発
」と「
誘
客
用

小
冊
子
制
作
」を
関
係
者
で
連
携
し
て

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
こ
の
中
で
、ア
ニ
メ
で
は
モ
デ

ル
的
に
、う
る
ま
市
に
あ
る
ソ
ラ
テ
ィ
ア

株
式
会
社
が
東
京
で
活
躍
す
る
ク
リ

エ
ー
タ
ー
と
共
同
で
、沖
縄
を
舞
台
に
県

産
ア
ニ
メ「
島
ん
ち
ゅ
Ｍ
ｉ
Ｒ
ｉ
Ｋ
ａ
」

の
制
作
を
進
め
て
い
ま
す
。沖
縄
で
盛

ん
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、琉
球
舞
踊
、空
手

の
頭
文
字
に
ち
な
ん
だ
マ
イ（
Ｍ
）、ル

リ（
Ｒ
）、ケ
イ（
Ｋ
）の
三
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
主
人
公
に
設
定
し
、ア
ニ
メ
と

連
動
し
た
商
品
開
発
、地
域
景
観
や
観

光
客
誘
客
に
結
び
付
け
、沖
縄
の
ア
ニ

メ
開
発
力
・
技
術
力
を
国
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。三
月
二
十
一

日
の
九
時
五
十
五
分
か
ら
琉
球
朝
日
放

送
で
試
験
放
映
の
予
定
で
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、沖
縄
の
新
し
い
可

能
性
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

略

　称

　
今
回
は
、そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ン
テ
ン
ツ
・
リ
ン
ク
と
は
？

沖
縄
県
の
取
り
組
み
は
？

 

地
元
企
業
と
連
携

「
ジ
ャ
ン
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
沖
縄
」

体  験
ミュージカル

4つの柱で
相乗効果を図ります

（株）沖縄アクターズスクール

アニメ
ソラティア（株）

観光・誘客 商品開発

（株）JTB関東
光文堂

コミュニケーションズ（株）

観
光
農
商
工
連
携
強
化
モ
デ
ル
事
業

県 新 産 業 振 興 課
県 観 光 振 興 課
（財）沖縄県産業振興公社

098－866－2340　（コンテンツ産業振興）
098－866－2763　（観光と連携した取り組み）
098－866－6255　（全般的な問い合わせ）

：
沖
縄
県
M
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
問
い
合
わ
せ

－事業化などの相談窓口－

お問い合わせ ●県産業政策課   TEL：098-866-2330   FAX：098-866-2440
 



●県観光振興課  　TEL：098-866-2764　FAX：098-866-2765お問い合わせ

第3回沖縄国際映画祭 いよいよ開催
沖縄からLaugh＆Peaceを世界へ発信！
　今年も沖縄国際映画祭がやってきます！！
　昨年の「第2回沖縄国際映画祭」では、9日間で国内外から38万人が来場し大盛況で幕を閉じた本イベント。
　今年は期間も10日間に拡大され、那覇国際通り周辺でのカウントダウンイベント、国内外から映画監督や俳優
など多くの著名人が登場するレッドカーペット、Laugh部門とPeace部門に分けて賞を競う長編作品の上映、「沖
縄コンテンツランド」「沖縄コンテンツバザール」と称したマーケットなどを実施するほか、新企画としては「地元ア
ピールのためのCM企画」を募集する「JIMOT CM COMPETITION」、全国7市町で制作した「地域発信型映画」
の上映なども盛り込み、さらにスケールアップした内容となっています。
　沖縄で「Laugh」、そして「Peace」な気持ちになっていただき、さらに沖縄の魅力も存分に感じていただける「沖
縄国際映画祭」に、ぜひ足を運んでみましょう。

　沖縄国際映画祭は沖縄の人々に愛される、楽しみにしてもらえる映画祭にしようと、始めた取り組みです。最初は手探り
状態でしたが、地元の方々に支えられ、回を重ねるごとにパワーアップしてきました。県内小学校などで実施したワーク
ショップでは、タレントやスタッフが映像づくりの楽しさを伝えたいと考えていましたが、逆に子どもたちに教えられている
ところもあります。東京・大阪の日々の忙しさで忘れがちな「喜び」を肌で感じることができるのは、すごく大事なことです。
　昨年は、地域発信型の映画「二ライの丘」を北谷町の皆さんと共同制作しました。その輪を広げ、今回は全国で７作品を製
作しました。私たちの町・村の自慢を映像にして、年に一度沖縄に集めた後、全国各地の公民館などで上映します。今後は、
アジアの村や町にも地域発信型映画を広げたいと考えています。商店街や会社、役所などそれぞれの立場で、小さなことで
も映画祭とかかわって、盛り上げていただけるとありがたいです。

会期：3月18日（金）～3月27日（日）
会場：
第1会場：宜野湾市 沖縄コンベンションセンターおよび周辺地区
第2会場：那覇市、桜坂劇場および国際通り周辺・北谷町および
　　　　周辺小中学校

主催：沖縄国際映画祭実行委員会
ＵＲＬ：ht tp://www.oimf. jp/

ビーチステージの様子 大﨑実行委員長のあいさつ レッドカーペットを歩く仲井眞知事

※写真は第2回国際映画祭

大﨑 洋 吉本興業株式会社 代表取締役社長

◆開催概要

第3回沖縄国際映画祭プログラム
カウントダウンイベント（3月18日●金～3月21日●月）
会場：那覇市、桜坂劇場および国際通り周辺、北谷町および周辺小中学校、沖縄県内各所（予定）
よしもと芸人や多彩なゲストも参加して、沖縄国際映画祭を盛り上げる企画が目白押しのカウントダウンイベントを開催します。

セレモニー

長編プログラム Laugh”部門 ・ Peace”部門

★観客賞  Laugh部門”海人賞グランプリ、 Peace部門”海人賞グランプリ（賞金各2,500,000円）
★審査員特別賞 ゴールデンシーサー賞/金石獅賞 

特別上映作品

ステージイベント

今回は誰でも地元愛があれば応募できる形式として、アイデアシートでの募集をしました。全国から565通のご応募いただきまし
た中から、地元愛を強く感じた10作品を、よしもとがみなさんと一緒に地元の魅力を伝えるCMを制作し、地元を
「Laugh&Peace」にする ナンバー１”CMを決定します。

★日本のコメディ
★世界のコメディ

★リスペクト上映
★地域発信型映画

★ビーチ上映

新作・旧作にかかわらず、日本で製作された傑作コメディ映画の中から、選びぬいたラインナップを上映します。 
国・地域にかかわらず、世界で製作されたコメディ作品、後世に語り継ぎたい古典的な名作から知られざる傑
作をセレクトして上映します。
日本が世界に誇る エンターテインメント”に注目する特集上映です。 
日本中の素敵な場所や街、風景やそこに住む人々の素晴らしさと一緒に、ものづくりをすることの楽しさを一
人でも多くの人々に伝えたく、新たに【地域発信型映画】をメインプログラムの一つとして製作・上映します。 
宜野湾海浜公園のトロピカルビーチ特設ステージで南風をうけながら、ゆったり鑑賞できる作品を上映します。

「お笑い映像コンテンツ」のコンペティション。「ゴールの瞬間の喜びを、言葉を使わずに表現してください」をお題に、「翻訳なしで
世界中の人を笑わせる」映像を全世界から募集をしました。今回は動画共有サービス「ニコニコ動画」とタッグを組んで展開します。

「笑える、もしくは観終わった後に幸せな気持ちになれる」という趣旨に沿った要素のある日本劇場未公開の新作長編コメディ作
品を上映する、本映画祭の「核」に位置づけられるプログラムです。

本開催初日の3月22日には国内外からのスター、映画人たちがレッドカーペットを華やかに飾り、オープニングセレモニーが開催
されます。3月27日には10日間の日程を締めくくる盛大なクロージングセレモニーを行います。

宜野湾海浜公園のトロピカルビーチ特設ステージにて Laugh”できる「お笑いライブ」や Peace”な気持ちになれる「音楽ライ
ブ」など、盛り上がるステージイベントを毎日繰り広げます。

募集情報・最新情報は沖縄国際映画祭
ホームページまで http://www.oimf.jp/jp/

沖縄コンテンツランド
様々な企業のコンテンツを体感できる製品、サービスを展示します。

沖縄コンテンツバザール～日本から世界に発信～
日本のテレビ番組の高い企画力、番組制作力と、海外のプロダクションとの共同制作の場を設け、世界市場に向けたコンテンツを
制作します。

沖縄国際映画祭実行委員長メッセージ沖縄国際映画祭実行委員長メッセージ





【発売予定】
◆第1弾　
　北部農林高校　2月15日（火）～（約3週間）
◆第2弾　南部農林高校　3月発売予定
◆第3弾　中部農林高校　4月発売予定
　みんなでグッジョブ運動HP
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3,158
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4,899

6,973

8,596
9,926

11,397

14,786

16,317

18,075

ア
イ
ア
ス
）ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　
県
は
、本
県
に
お
け
る
情
報
通
信
関

連
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、「
沖
縄

県
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
表
彰
」を

平
成
二
十
年
度
に
制
定
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
民
間
、行
政
か
ら
な
る
審

査
委
員
会
六
人
の
委
員
が
、自
薦
・
他

薦
の
応
募
企
業
を
審
査
し
ま
し
た
。沖

縄
県
の
経
済
・
社
会
へ
の
貢
献
度
と
し

て「
積
極
的
な
事
業
の
展
開
・
拡
張
」や

「
新
事
業
の
立
ち
上
げ
・
独
創
的
な
経

営
活
動
」、「
人
材
育
成
・
活
用
」、「
地
域

行
事
へ
の
積
極
的
参
画
な
ど
の
地
域

活
性
化
」に
着
目
し
て
審
査
し
た
結

果
、次
の
五
社
を
受
賞
企
業
に
決
定

し
、一
月
二
十
日（
木
）に
表
彰
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

①
株
式
会
社
リ
ュ
ー
シ
ス

　「
か
ん
た
ん
！
サ
ウ
ン
ド
レ
コ
ー

ダ
ー
」が
国
内
大
手
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ

イ
ト
で
部
門
賞
を
受
賞
す
る
ほ
か
、各

商
品
を
沖
縄
県
産
を
銘
打
っ
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
販
売
す
る
な
ど
本
県
情
報
産

業
通
信
関
連
産
業
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
。

②
株
式
会
社
琉
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

　
シ
ス
テ
ム
開
発
に
あ
た
っ
て
ロ
シ
ア

企
業
や
ア
ジ
ア
企
業
と
の
技
術
提
携
を

図
り
、ま
た
外
国
人
社
員
の
積
極
的
な

採
用
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
。

③
株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ミ
ン
ソ
フ
ト

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
高
機
能
携
帯

端
末
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
を
国

　去
る
一
月
二
十
日
（
木
）
に
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
海
邦
で
、
情
報
通
信

関
連
産
業
の
振
興
に
特
に
寄
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
企
業
を
表
彰

す
る
平
成
二
十
二
年
度
沖
縄
県
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
の
情
報
通
信
関
連
産
業
に
つ
い
て

〜
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
表
彰
受
賞
企
業
決
定
〜

　県
で
は
、県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
照
会
・
相
談
・
苦
情
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、総
合
案
内
や
県
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、各
課
に
お

い
て
も
所
管
業
務
に
関
連
し
た
苦
情
・
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、自
己
の
利
害
に
係
る
苦
情
を
県
の
執
行
機
関
に
申
し
入
れ
て

も
う
ま
く
解
決
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
場
合
に
、第

三
者
的
立
場
で
県
民
の
県
政
に
対
す
る
苦
情
を
調
査
・
処
理
す
る
制
度
が

沖
縄
県
行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
で
す
。

行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
と
は

行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
範
囲

申
し
立
て
方
法

行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
職
務

受
賞
企
業
・
受
賞
理
由

　
行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
処
理
す
る「
苦

情
」と
は
、自
己
の
利
害
に
係
る
県
の
機

関（
議
会
と
公
安
委
員
会
は
除
く
）の
業

務
の
執
行
に
関
す
る
事
項
と
県
職
員
の

行
為
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
県
政
に
関
す
る
苦
情
で
も
自
己
の
利

害
に
関
わ
ら
な
い
事
項
お
よ
び
次
の
事

項
は
除
か
れ
ま
す
。

〜
対
象
外
の
苦
情
〜

①
判
決
、裁
決
な
ど
に
よ
り
確
定
し
た

権
利
関
係
に
関
す
る
こ
と

②
裁
判
な
ど
で
係
争
中
の
事
案
に
関
す

る
こ
と

③
沖
縄
県
情
報
公
開
条
例
お
よ
び
沖

縄
県
個
人
情
報
保
護
条
例
に
関
す
る

こ
と

④
県
職
員
の
人
事
、給
与
そ
の
ほ
か
勤

務
条
件
に
関
す
る
こ
と

⑤
行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
行
為
に
関
す

る
こ
と

　
行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、県
民
の
立
場

に
立
ち
、公
正
・
中
立
な
立
場
で
次
の
職

務
を
行
い
ま
す
。

①
県
政
に
対
す
る
県
民
の
苦
情
を
調
査

し
、簡
易
・
迅
速
に
処
理
す
る
こ
と

沖
縄
県
の
情
報
通
信
関
連
産
業
振
興

沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク

〜
Ｉ
Ｔ
集
積
拠
点
を
め
ざ
し
て
〜

沖
縄
県
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
表
彰

沖
縄
県
の
取
り
組
み

表彰式の様子

移
行
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

【
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】

①
G
I
X（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
）構
想

　
ア
ジ
ア
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
企
業

に
対
し
て
、日
本
と
ア
ジ
ア（
世
界
）を

結
ぶ
沖
縄
の
新
た
な
通
信
環
境
を
形
成

し
、国
内
企
業
の
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

②
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
独
自
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
商
材
創
出
の
た

め
の
環
境
を
整
備
し
、自
立
型
ビ
ジ
ネ

ス
を
推
進
す
る
産
業
構
造
を
形
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

③
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
テ
ス
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
構
想

　
沖
縄
I
T
津
梁
パ
ー
ク
に
テ
ス
テ
ィ

ン
グ
機
能
が
備
わ
る
こ
と
で
、ソ
フ
ト

開
発
か
ら
テ
ス
ト
業
務
ま
で
一
貫
し
た

受
注
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
、県
は
さ
ら
な

る
高
度
な
I
T
技
術
を
有
す
る
人
材
の

育
成
・
確
保
や
、大
都
市
圏
に
お
け
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
業
務
の
受
注
拡
大
、

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
た
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ（
サ
ー
ス
）・
Ｐ
ａ
ａ

Ｓ（
パ
ー
ス
）・
I
ａ
ａ
S（
イ
ア
ー
ス
、

立
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
と
の
産
学

連
携
で
取
り
組
む
な
ど
独
創
的
な
経
営

活
動
を
高
く
評
価
。

④
株
式
会
社
創
和
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ン
ズ

　
各
分
野
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
る

ほ
か
、社
員
教
育
に
大
変
力
を
入
れ
て
お

り
、県
内
の
次
世
代
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を
高
く
評
価
。

⑤
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
株
式
会
社

　
沖
縄
県
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
資
格
認
定
制

度
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、本
県
が
取
り

組
む
情
報
通
信
関
連
産
業
の
振
興
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
。

　
表
彰
式
後
の
交
流
会
で
は
、関
係
者
・

参
加
企
業
合
わ
せ
て
総
勢
百
三
十
五

人
、六
十
社
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
現
在
、情
報
通
信
関
連
産
業
は
観
光

産
業
と
並
び
沖
縄
県
経
済
を
担
う
大
き

な
産
業
と
な
っ
て
お
り
、今
後
ま
す
ま

す
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
産
業
で

す
。県
は
今
後
も
さ
ら
な
る
情
報
通
信

関
連
産
業
の
振
興
お
よ
び
雇
用
の
創

出
・
確
保
を
め
ざ
し
て
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。県
民
の
皆
さ
ま
も「
情
報
通
信

関
連
産
業
」に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

●県広報課  TEL:098-866-2020　　　FAX:098-866-2467お問い合わせ●県情報産業振興課  TEL:098-866-2503　FAX:098-866-2455お問い合わせ

②
県
政
の
非
違
に
つ
い
て
、是
正
な
ど
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
提
言
す
る
こ
と

③
県
政
に
関
す
る
制
度
な
ど
の
改
善
を

求
め
る
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

④
提
言
、意
見
表
明
な
ど
の
内
容
を
公

表
す
る
こ
と

　
苦
情
申
し
立
て
は
、原
則
と
し
て
苦

情
申
立
書
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。遠
方

に
お
住
ま
い
の
方
は
、苦
情
申
立
書
と
同

じ
項
目
が
記
載
さ
れ
た
手
紙
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
県
民
か
ら
行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
申

し
立
て
ら
れ
た
苦
情
で
、調
査
対
象
と

な
る
も
の
は
、す
べ
て
調
査
し
、そ
の
結

果
は
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　
自
己
の
利
害
に
係
る
問
題
は
、当
事

者
間
で
解
決
で
き
る
こ
と
が
一
番
良
い

の
で
す
が
、第
三
者
の
調
整
が
必
要
な

場
合
は
、ぜ
ひ
行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
那
覇
市
泉
崎
一―

二―

二

沖
縄
県
知
事
公
室
広
報
課

　

行
政
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
相
談
室

電

　話 

〇
九
八―

八
六
六―

二
〇
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
九
八―

八
六
九―

一
二
六
三

～苦情申し立ての流れ～～苦情申し立ての流れ～

県民通知相談室
行政オンブズマン

管轄外

管轄内調査
調査対象外
の場合 ①苦情申立書

②要件審査③調査対象
　の確認

④解決策・処理
　方法を検討

⑤調査終了後、
　県民に通知

⑥調査の結果、必要があると認
　められる場合、県の機関と協議

管轄外の場合：
調査はしませんが他の救済制度の
教示、なければその旨通知します。

調査対象外の場合：
調査しない旨を通知します。

県は、提言または協議に対する
是正措置についてオンブズマン
に報告します。

オンブズマンは、必要がある
場合、県への提言または意見
表明を行います。

　
県
は
平
成
十
年
度
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
を
策
定
し
、情
報

通
信
関
連（
I
T
）産
業
企
業
の
誘
致
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、約

二
百
社
の
立
地
、一
万
八
千
人
の
雇
用

を
創
出
し
ま
し
た
。

　
県
で
は
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
を
整
備

し
、八
千
人
の
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、

沖
縄
進
出
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

す
る
ほ
か
、本
県
の
情
報
通
信
関
連
産

業
を
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
分
野
へ
の
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各施設行事予定表

県立博物館・美術館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

情報
ひろば
情報
ひろば

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくは沖縄県ホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　トップページ▶広報・広聴について▶広報誌、テレビ番組等

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式などは、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
3 放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　25:55　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

　
３
月
１
日
か
ら
８
日
は
女
性
の
健
康
週
間
で

す
。県
で
は
期
間
中
、パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

す
。ま
た
、女
性
の
健
康
に
関
す
る
知
識
向
上
や

健
康
課
題
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、各
市
町
村

で
女
性
の
健
康
に
関
す
る
相
談
事
業
や
講
演
会

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
、お
住
ま
い
の

市
町
村
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
間

　２
月
28
日（
月
）〜
３
月
４
日（
金
）

●
場
所
　
県
民
ホ
ー
ル（
県
庁
１
階
）

●
問
合
せ
　
県
国
保
・
健
康
増
進
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
0
9

●
日
時

　３
月
４
日（
金
）〜
６
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所

　工
芸
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
南
風
原
町
照
屋
２
１
３
）

●
内
容
　
平
成
22
年
度
研
修
生
の
作
品
展
示

　
販
売
お
よ
び
所
内
技
術
指
導
の
作
品
展
示
、

　
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
な
ど

●
問
合
せ
　
県
工
芸
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
8
9
ー
1
1
8
6

●
日
時

　３
月
18
日（
金
）〜
20
日（
日
）

●
日
時

　３
月
20
日（
日
）午
後
12
時
45
分
〜

●
場
所
　
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
講
演
、舞
台

　
発
表
、展
示
な
ど

●
問
合
せ
　
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
6
4
ー
0
4
7
4

●
応
募
資
格
　
工
芸
関
連
企
業
従
事
者
ま

　
た
は
こ
れ
か
ら
従
事
し
よ
う
と
す
る
方

　
で
、県
内
に
３
カ
月
以
上
居
住
す
る
者
ま

　
た
は
県
内
に
本
籍
を
有
す
る
も
の

●
募
集
人
員
　
木
工
研
修
、漆
工
研
修
各
々
６
人
程
度

●
研
修
期
間
　
５
月
６
日（
金
）〜
10
月
31
日（
月
）

●
募
集
期
間
　
３
月
１
日（
火
）〜
31
日（
木
）

●
問
合
せ
　
県
工
芸
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
8
9
ー
1
1
8
6

●
募
集
締
切
　
３
月
31
日（
木
）

●
募
集
事
業
　
国
際
青
年
育
成
交
流
、日
本
・

　
中
国
青
年
親
善
交
流
、日
本
・
韓
国
青
年
親

　
善
交
流
、世
界
青
年
の
船
、東
南
ア
ジ
ア
青

　
年
の
船
、青
年
社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー

　
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
備
考
　
県
で
の
中
間
選
考
を
４
月
８
日

　（
金
）に
県
庁
で
行
う
予
定
で
す
。

●
問
合
せ
　
県
青
少
年
・
児
童
家
庭
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
7
4

　
平
成
18
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
沖

縄
の
厚
生
年
金
特
別
措
置
が
平
成
23
年
3

月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。こ
の
措
置
は
、対

象
者
に
つ
い
て
特
別
納
付
を
可
能
と
し
特

別
加
算
を
行
う
も
の
で
す
。昭
和
20
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、特
別
措
置
の

要
件
す
べ
て
を
満
た
す
対
象
者
の
方
は
、早

め
に
手
続
き
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
福
祉
保
健
企
画
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
6
4

　
ま
た
は
各
年
金
事
務
所

●
講
座
の
テ
ー
マ
　
14
分
野
80
テ
ー
マ

●
対
象
　
概
ね
20
人
以
上
の
集
会（
営
利
、

　
宗
教
、政
治
活
動
を
目
的
と
す
る
も
の
、苦

　
情
、陳
情
を
目
的
と
す
る
も
の
は
除
く
）

●
実
施
日
時
　（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）

　
平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
8
時

　
土
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

●
問
合
せ
　
県
広
報
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
2
0

　
地
デ
ジ
機
器
の
購
入
費
用
等
の
一
部（
最

大
1
2,
0
0
0
円
）を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
】　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
世
帯

１
．沖
縄
県
在
住
世
帯

２
．現
在
、世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

　  

税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

３
．平
成
21
年
12
月
1
日
以
降
に
初
め
て
対

　  

象
機
器
を
購
入
し
た
世
帯

４
．受
信
機
等
の
購
入
な
ど
が
、領
収
書
な

　  

ど
に
よ
り
確
認
で
き
る
こ
と

５
．総
務
省
が
実
施
す
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

　  

送
受
信
機
器
購
入
等
支
援
事
業
の
支
援

　  

を
受
け
ら
れ
な
い
世
帯
で
あ
る
こ
と

●
問
合
せ
　
地
デ
〜
ジ
支
援
し
隊
事
務
局

　☎
0
9
8
ー
9
5
1
ー
2
7
0
0

　
利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。事
業

者
な
ど
と
の
話
し
合
い
で
も
解
決
で
き
な

い
時
、直
接
苦
情
を
言
い
づ
ら
い
時
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
受
付
　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
問
合
せ
　
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

　
適
正
化
委
員
会

　☎
0
9
8
ー
8
8
2
ー
5
7
0
4

●
場
所
　
那
覇
市
国
際
通
り
周
辺
、沖
縄
市

　
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
周
辺
、北
谷
町
美
浜
ア

　
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
周
辺

●
問
合
せ
　
沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
事
務
局

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
0
5

●
日
時

　３
月
18
日（
金
）〜
27
日（
日
）

●
場
所
　
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、那
覇

　
市
内（
桜
坂
劇
場
・
国
際
通
り
周
辺
）、北
谷
町
な
ど

●
問
合
せ
　
県
観
光
振
興
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
6
4

　
精
神
障
害
者
が
充
実
し
た
地
域
生
活
を

維
持
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
考
え
ま
す
。

●
日
時

　３
月
19
日（
土
）午
後
2
時
〜
5
時

●
場
所
　
沖
縄
大
学
同
窓
会
館

●
内
容
　「
A
C
T
」の
取
り
組
み

●
問
合
せ
　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ん
く
る

　☎
0
9
8
ー
8
3
6
ー
6
9
7
1

　
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
方

な
ど
を
対
象
に
労
働
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間
　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
相
談
窓
口
　
沖
縄
県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー

　☎
0
1
2
0
ー
6
1
0
ー
2
2
3

●
問
合
せ
　
県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
9
4
1
ー
4
7
5
0

　
４
月
１
日
か
ら
旅
券
事
務
の
権
限
移
譲
に

よ
り
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
受
け
取
り
が
次

の
８
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
、県
旅
券
セ

ン
タ
ー
か
ら
市
町
村
窓
口
に
変
わ
り
ま
す
。

●
権
限
移
譲
市
町
村

　
う
る
ま
市
、国
頭
村
、大
宜
味
村
、東
村
、

　
本
部
町
、金
武
町
、北
谷
町
、石
垣
市

　※

八
重
山
旅
券
発
行
所
は
、３
月
31
日
で

　
閉
鎖
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
旅
券
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
7
5

☎098-941-8200

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

お
き
な
わ
県
政
出
前
講
座

地
デ
ジ
機
器
購
入
支
援
し
ま
す

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
窓
口

労
働
相
談

パ
ス
ポ
ー
ト
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

平
成
23
年
度
研
修
生
募
集

募

　集

 5日・ 6日
12日・13日
19日・20日

沖縄国際アジア音楽祭～misix2011～
第３回沖縄国際映画祭
うまんちゅひろば　この一年

◆企画展「骨の科学」展
　期　間：３月21日（月）まで
　入場料：一般300円、高校生・大学生200円、
　　　　 小・中学生100円

◆博物館常設展展示解説会
　日　時：３月３日（木）午後２時～３時
　定　員：先着15人
　※博物館常設展の当日入場券が必要です。

◆バックヤードツアー
　開催日：３月５日（土）
　　　　  美術館：午前11時～正午
　　　　  博物館：午後２時～３時
　定　員：先着各12人(受付午前９時～)
　参加費：無料

博物館

美術館

4月　APRIL4月　APRIL

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

日　月　火　水　木　金　土

3月　MARCH3月　MARCH

女
性
の
健
康
週
間
パ
ネ
ル
展

工
芸
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
展

沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭

第
３
回
沖
縄
国
際
映
画
祭

お
き
な
わ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
交
流
祭

精
神
障
害
者
地
域
移
行
講
演
会

イ
ベ
ン
ト

◆企画展「安谷屋正義」展
　期　間：３月13日（日）まで
　入場料：一般800円、高校生・大学生500円、
　　　　  小・中学生300円

≪関連イベント≫
シンポジウム「モダニズムを超えて」
　日　時：３月４日（金）午後７時～９時
　※「安谷屋正義」展の観覧券または半券が必要

◆大嶺薫コレクション展
　期　間：３月15日（火）～４月10日（日）
　※博物館常設展の当日入場券が必要です。

「高病原性鳥インフルエンザ」侵入防止についてのご理解とお願い
　九州で、高病原性鳥インフルエンザが続発しています。県内に高病原性鳥インフルエンザ
を侵入させないため、県民の皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

次の侵入防止対策をお願いします。
①家きんの健康観察、早期通報の徹底
②消毒の徹底
③防鳥ネットの設置
④部外者の立入制限など

沖
縄
の
厚
生
年
金
特
別
措
置

お
知
ら
せ

家きん飼養者の皆さまへのお願い
①家きん飼養施設への立入制限
②風評被害の防止
③死亡野鳥に関する通報
　●県自然保護課　☎098－866－2243
　●環境省那覇自然環境事務所
　  ☎098－858－5824
　●市町村役場

県民の皆さまへのお願い
中央家畜保健衛生所　☎098ー945ー2297
北部家畜保健衛生所　☎0980ー52ー2939
宮古家畜保健衛生所　☎0980ー72ー3321
八重山家畜保健衛生所　☎0980ー82ー2041
県 　 畜 　 産 　 課 　☎098ー866ー2269

関係機関の連絡先



　

台
高
る
す
望
一
を
跡

つ
建
に

と
源
資
の
村
が
ん
さ
子
美
恵
袋
島
の
主
店

　

人
の
催
主
会
工
商
村
城
中
北
た
し
加
参
と

売
を
菜
野
た
れ
さ
産
生
剰
過
で
家
農
の
域

の
今
が
感
成
達
や
さ
し
楽
の
結
団
の
き
と

子
を
菜
野
な
ろ
い
ろ

も
ど

た
け
届
に
ち
た

　

に
さ
か
温
の
ん
さ
袋
島
な
い
た
み
親
母
「　

す
培
栽
を
ン
ジ
ン
ニ
島
で
村
城
中
の
隣

を
化
末
粉
・
燥
乾
ら
が
な
し
談
相
と
ん
さ

　

が
ち
た
人
る
き
で
頼
信
「は
ん
さ
袋
島

「 “

た”

う
い
と

　

る
ま
集
が
顔
笑
・
ノ
モ
・
人

の
手
り
作
と
ま
さ
客
お

を
い
想

「

し
渡
橋

」

　

と
う
よ
し
Ｒ
Ｐ
を
村
城
中
北
る
あの

　

さ
袋
島
も
で
ト
ン
ベ
イ
の
館
術
美
末
週
た

が
間
仲
う
合
え
与
を
激
刺

ギ
カ
の
り
く
づ
域
地

　

ん
さ
あ
ば
お
の
歳
八

り
よ

昔

が
な

知
の
ら

　

に
村
城
中
北
「

る
あ

資
や
人
い
し
ら
晴
素

源
を

と」
い
た
き
い
て
げ
な
つ
つ
と
ひ
つ
一

の
り
か
ば
ん
れ
ふ
あ
は
力
動
原

」
愛
域
地
「

ゆんたくから生まれるアイデア

」
い
た
え
伝
に
な
ん
み
を
力
魅
の
村
城
中
北
な
き
好
大
「

発
開
を
品
産
特
で
ア
デ
イ
ア
る
れ
ま
生
ら
か
く
た
ん
ゆ

」
い
た
え
伝
に
な
ん
み
を
力
魅
の
村
城
中
北
な
き
好
大
「

発
開
を
品
産
特
で
ア
デ
イ
ア
る
れ
ま
生
ら
か
く
た
ん
ゆ

島袋さんを中心に
みんながつながっています

新しい農業で
地域をもっと
元気にしたい！

自分ができることを
みんなが持ち寄れればいい！ここはいろいろな

情報交換の場

恵美子さんは
地域みんなのお母さん

北中城村の素晴らしさを
どんどん発信したい！

平成23年3月1日発行第35巻3号通巻426号

● 表紙 写真・島袋常貴

屋
茶
の
峠

８
９
０

-

５
３
９

-

８
１
７
３

せ
わ
合
い
問
お

２月の３連休、ＪＲ東海のＣＭ「そうだ。京都、行こう」ののり
で京都へ！お寺や祇園など京都らしい街角をのんびり散歩
していると、はらはらと雪が降り、春の桜や秋の紅葉とひと
味違った京都の風情がありました。冬の京都はオフシーズン
なのか観光客が少なく、旅行にお勧めです！(momo)

本年7月、テレビ放送は完全に地上デジタル放送に移行し、
アナログ放送は終了します。デジタルテレビなどを購入して
もすぐに地上デジタル放送を受信できない場合があります。
また、完全地デジ化直前にはアンテナ工事や機器の納品の
対応に遅れが生じるおそれもあります。詳しくは、デジサポ

）うなちれこ（。でま課策政報情県はたま縄沖

）
村
城
中
北
（屋
茶
の
峠

メンバーが愛情を込めて作った北中城の特産品

左から、髙良健さん、田仲康信さん、安里芳子さん、島袋恵美子さん、山内米一さん、安里雄徳さん左から、髙良健さん、田仲康信さん、安里芳子さん、島袋恵美子さん、山内米一さん、安里雄徳さん

● 表紙 撮影協力・糸満市役所

ん
け

ぶ
の
す
や

ず
か
ね
よ

む
さ
い

毎月第３日曜日に開催している車いすのシンガー
「謝花伊早武トーク＆ライブ」では、謝花さんの歌に
勇気づけられる

毎月第３日曜日に開催している車いすのシンガー
「謝花伊早武トーク＆ライブ」では、謝花さんの歌に
勇気づけられる

ヤチムンからEM米、味噌、ワイン、お茶、アクセサリーま
で、さまざまなジャンルの特産品を販売 
ヤチムンからEM米、味噌、ワイン、お茶、アクセサリーま
で、さまざまなジャンルの特産品を販売 

安心安全な有機野菜
を使って、峠の茶屋
の料理が生まれる メンバーが愛情を込めて作った北中城の特産品

安心安全な有機野菜
を使って、峠の茶屋
の料理が生まれる

北中城村




